
　私たちのサークルは、英語で気軽にあいさつができ
るようになることを目指して活動しています。活動日
には、まず参加者が最近あった良かった事や残念だっ
た事などを英語で５分程度話します。その後、先生と
の英会話を楽しみながら学んでいます。
　以前はにぎわいの里ののいち  カミーノで「英会話
サークル」として活動していましたが、先生の交代を
機に昨年から新しく「レッツ・エンジョイ・イングリッ
シュサークル」として郷公民館で活動を再開しました。
　英語圏の文化に触れ、国際力を高めましょう！　見
学、体験、大歓迎。どうぞ気軽に見に来てください♪

サークル会員募集中！
公民館、女性センターで活動するサー
クルは会員を随時募集中！　

市ホームページを
チェック▶

活動日：毎月隔週金曜日
　　　　10:00 ～ 12:00
場　所：郷公民館
会　費：年 3,000 円
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　郷公民館　☎ 248 ‐ 0250
レッツ・エンジョイ・イングリッシュ！

詳しい情報は市ホームページをチェック▶

T opics
トピックス 椿山が結んだオーストラリアとの縁

野々市中央公園「ののいち椿館」・「椿山」
　令和 2年に本州初の国際優秀つばき園として認
定されました。ののいち椿館では約 300種類から
厳選したツバキが展示され、山一面がツバキに覆
われた椿山では、約 200 品種、約 800 本ものツ
バキが一度に鑑賞できます。

１ ２

３ ➊ブルーマウンテンズ植物園
の「椿山」看板➋粟貴章市長
からのメッセージとともに記念
撮影（左からキュレーターマ
ネージャーのアッシュ・フィリ
ポフスキー氏、シドニー王立
植物園最高経営責任者のサイ
モン・ダフィー氏、在シドニー
日本国首席領事の西田雄一郎
氏）➌ドライガーデン
※写真提供： シドニー王立植物園

　令和 7 年 3 月に東京国際ツバキ大会の参加者が、
北陸方面プレコングレスツアーで野々市中央公園の

「ののいち椿館」と「椿山」を訪れました。このこ
とがきっかけとなり、オーストラリアのブルーマウン
テンズ植物園の新たな庭園が「椿山」と名付けられ
ました。
　ブルーマウンテンズ植物園はシドニー王立植物園
の一つであり、標高 1,000 メートルに位置する南
半球で最も高地にある植物園です。オーストラリア
では唯一、ユネスコ世界遺産地域にある植物園で
もあります。新たにできた庭園は、ツバキの絵があ
しらわれた看板や職人技が光る石像など、随所に日
本らしさが感じられる美しい庭園です。
　市花木であるツバキをきっかけにすてきな縁を結
ぶことができました。オーストラリアに足を運ぶ機
会があれば、訪れてみませんか。
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　今月の表紙は、市成人式～二十歳のつ
どい～を運営してくれた成人式実行委員
の皆さんです。式の準備や司会進行など
で緊張した様子の中、恩師からのビデオ
メッセージに思わずこぼれた笑顔をパ
シャリ。成人式の様子は２～５ページの
特集のほか、市ホームページでも紹介し
ています。ぜひ見てください。

　ヴィテン SMCこども園は開園 12年目を迎え、
176人の子どもたちが元気に通っています。教育・保
育方針は『様々な運動遊びを通し、運動能力の基礎を
培うと共に意欲や創造性を育て友だちとの協調性・社
会性を学び最後までやり抜こうとする心を育てる』で
す。０歳児は、転んでもけがにつながらないように階
段上りやトンネルくぐりなどのハイハイ遊びを大切に
しています。１歳児はスプーンを使った食事や衣服の
着脱が自分でできるように、ひも通しやボタンのつけ
外しなど指先を使った遊びを取り入れています。２歳
児は体操やサーキット遊びをしながら全身運動を行っ
ています。

　昨年の12月には３～５歳児の発表会がありました。
３歳児はヒーローごっこ遊びと大好きな絵本『おいら

ひょっとこ』『３匹のこぶた』を基に表現遊びをしました。
４歳児は子どもたちがやりたいことを話し合い、みんな
の意見を全て取り入れ、マジックショー、ダンス、体操
をしました。５歳児は歌、合奏、劇、ハンドベルと、た
くさんの人の前で発表する姿に頼もしさを感じました。

　子どもたちには同じ年齢でも得意なことと苦手に感じ
ることがあります。私たち保育者は子どもたちの個性を
尊重し、子どもたち一人一人ができた喜びを感じられる
ように一緒に過ごしています。

　子育てはたくさんの悩みがあると思います。保護者の
皆さんの悩みに寄り添い、また多くの行事を通して子ど
もたちの成長を保護者の皆さんと共に喜び、私たちも日々
成長していきたいと思います。




